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FLASHLINE TFS-550-FB2
Flybar for TFS-550H and TFS-550L for Installation Applications
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前書き
TFS-550-FB2 フライバーは、TFS-550H と TFS-550L を、一意のアレイまたは混合アレイとして、垂直アレイにサスペンドするように設計されていま
す。アレイは、エレメントに付属のクイックロックピンによってアレイの上部スピーカーエレメントにフライバーを取り付けることによって構
築されます。
3 つの取り付けポイントを固定する必要があります。最初に 2 つを前面に、次に 1 つを背面に配置します。後部の取り付けポイントによ
り、ユーザーの要件によって決定された目的の角度に対応する位置が可能になります。
次に、同様の方法で前の要素の下に連続する要素が取り付けられ、スプレイ角度が毎回後部で設定されるようにします。各要素が 3 つの
ポイントすべて（前部左/右および後部）を使用して取り付けられていることを常に確認してください。
バーを吊り上げる場合は、現地の法律に従って、正しい定格のモーター、ホイスト、および取り付け装置を使用する必要があります。
二次セーフティーは、予備のセンタースパイン穴またはフロントボックスセクションメンバーの背面にある追加の左右のラグのいずれかに
取り付ける必要があります。

推奨される配列サイズ
TFS-550-FB2 は、10:1 の安全率で 180 kg の SWL について負荷テストされています。
最大アレイサイズと混合アレイのガイドラインが示されています。混合アレイの場合、混合アレイを構築するときは、TFS-550H フルレンジエ
レメントの上に TFS-550L サブウーファーのみを飛ばしてください。飛行したすべてのコンポーネントの重量の合計がWWLを超えない限り、
任意の混合物のアレイを構築できます。

コンポーネントの重量
モデル 各ユニットの総重量は超えません (kg) 画像

TFS-550H 13

TFS-550L 28

TFS-550-FB2 5

最大アレイの組み合わせ
安全率 作業負荷制限

WWL (kg)
ユニークな配列

TFS-550H
ユニークな配列

TFS-550L
混合配列

TFS-550L + TFS-550H 

5:1 360 27 13 6+14

7:1 257 19 9 4+10

SWL 10:1 180 13 6 3+6

12:1 150 11 5 2+6

上記の推奨事項では、選択したシステムに電力を供給するために必要なスピーカーケーブルの重量と負荷は考慮されていません。これ
は、関係する資格のある担当者がケースバイケースで考慮する必要があります。ケーブル管理用に別のピックポイントをお勧めします。

配列の例
ユニークな配列	 混合配列



すべてのサスペンションおよび取り付け方法に関する重要な情報：
恒久的に設置されたサウンドシステムの取り付けは、必要なタスクを実行するために必要な経験と認定を受けた資格のある担当者が行わ
ない限り、危険な場合があります。壁、床、または天井は、実際の荷重を安全かつ確実に支えることができなければなりません。使用する
取り付けアクセサリは、スピーカーと壁、床、または天井の両方に安全かつ確実に固定する必要があります。リギングコンポーネントを壁、
床、または天井に取り付けるときは、使用するすべての固定具と留め具が適切なサイズと定格荷重であることを確認してください。壁と天
井のクラッディング、および壁と天井の構造と構成はすべて、特定の固定配置を特定の負荷に対して安全に使用できるかどうかを判断す
る際に考慮する必要があります。必要に応じて、キャビティプラグまたはその他の専門的な固定具、
フライングシステムの一部としてスピーカーキャビネットを操作すると、正しく取り付けられていないと、深刻な健康上のリスクにさらされ
たり、死亡する可能性があります。さらに、設置または飛行の前に、電気的、機械的、および音響的な考慮事項について、資格のある認定
された（地方の州または国の当局による）担当者と話し合うようにしてください。
スピーカーキャビネットは、ユニットに付属の専用機器と元の部品およびコンポーネントを使用して、資格のある認定された担当者のみが
セットアップおよび飛行するようにしてください。不足している部品やコンポーネントがある場合は、システムのセットアップを試みる前に
販売店に連絡してください。
お住まいの国で適用される地域、州、およびその他の安全規制を必ず遵守してください。Music Tribe は、製品の不適切な使用、設置、また
は操作に起因するいかなる損害または人身傷害についても責任を負いません。
システムが安全で安定した状態に保たれていることを確認するために、資格のある担当者が定期的にチェックを行う必要があります。ス
ピーカーが飛んでいる場所では、スピーカーの下の領域に人の往来がないことを確認してください。一般の人が立ち入りまたは使用でき
る場所にスピーカーを飛ばさないでください。
スピーカーは、動作していない場合でも磁場を生成します。したがって、このようなフィールドの影響を受ける可能性のあるすべての資料（
ディスク、コンピューター、モニターなど）は安全な距離に保管してください。安全な距離は通常1〜2メートルです。

法的放棄
ここに含まれる記述、写真、意見の全体または一部に依拠して、いかなる人が損害を生じさせた場合に、Music Tribe は一切の賠償責任を負いません。技術仕様、外観および
その他の情報は予告なく変更になる場合があります。商標はすべて、それぞれの所有者に帰属します。Midas、Klark Teknik、Lab Gruppen、Lake、Tannoy、Turbosound、TC Electronic、 
TC Helicon、Behringer、Bugera、Oberheim、Auratone、Aston Microphones および Coolaudio は Music Tribe Global Brands Ltd. の商標または登録商標です。© Music Tribe Global Brands Ltd. 2021
無断転用禁止。

限定保証
適用される保証条件と Music Tribe の限定保証に関する概要については、オンライン上 musictribe.com/warranty にて詳細をご確認ください。


